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「自由な選択」 

木梨 裕子（非常勤相談員）

始めまして、火曜日と水

曜日に勤務しております、

相談員の木梨と申します。 

新入生の皆様、ご入学お

めでとうございます。在校

生の皆様も、新しい学年が

始まりましたね。いかがお過ごしでしょうか。 

大学生活が始まり、楽しく過ごしている人や、

思い描いていたものと違った、とモヤモヤしな

がら過ごしている人もいると思います。 

新入生の皆さんのなかには、一人暮らしのた

めに引っ越しをした人もいると思いますし、環

境の変化も大きかったのではないでしょうか。 

初めての大学、初めての一人暮らしやバイト、

友達もこれからだ、という状態は不安やストレ

スも大きいと思います。新しいことを始めるの

は、期待もあるけれども、同じくらい不安もあ

ると思います。 

皆さんはどういう大学生活をイメージしてい

ましたか？ 

こういう文章を考えていると、私自身が大学

生だった頃を思い出します。大学生になり、今

までよりも自由に過ごせることや、初めての一

人暮らしにワクワクし、楽しみにしていました。

しかし、実際は今までやったことのない家事を

することに、疲れる日もありました。４年間の

間には楽しいことや辛いこと、いろんな出来事

がありましたが、大学生活を送ったこと、一人

暮らしをしたことは私にとって貴重な経験とな

り、よかったなと思っています。 

 大学生になると自由になることが今までより

も増え、楽しいと思いますが、自分で決めると

いうことは、それに責任を持つことになると思

います。そう考えるとなんだか、人に決めても

らったほうが楽では？と思うこともあります。

大学生になると、どの授業を受講するのか、サ

ークルやバイトはどんなところにするのか、特

に、３，４年生の皆さんは就職活動が始まり、

将来の不安も生まれてくると思います。どのよ

うな仕事をするか、どんな会社に就職するか、

など選択の連続だと思います。決めないといけ

ないことが多いとそれだけ悩むのではないでし

ょうか。 

いつもは、一緒に住んでいる家族や友達など

に相談していたかもしれませんが、家族や友達

には少し話しにくいな、ということもでてくる

かもしれません。もしも、気になることや、悩

みなどあれば、相談室をどうぞ利用してくださ

い。話すことで少し気が楽になることもあると

思います。悩んでいることを一緒に考えていき、

皆さんにとって、より良い大学生活が送れるよ

う、お手伝いが出来たらと思います。 
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気分転換について 

高辻 優子（非常勤相談員） 

今年度から学生相談

室の相談員に着任しま

した高辻優子と申しま

す。着任早々原稿の依

頼をいただき、何を書

こうか…と悩んだので

すが、私の好きな気分

転換の紹介でもどうかというところで落ち

着いています。 

気分転換は人それぞれ、聞いてみるとと

てもおもしろいことがあると思います。私

自身にもいくつかありますが、今回はその

中でも映画を見ることについて少しばかり

書いてみようと思います。 

映画はお気に入りの映画を何度も見るの

も好きですし、初めて見る映画にチャレン

ジするのも好きです。映画のタイトルまで

書くのは後々気恥ずかしくなりそうなので、

どういう風に楽しんでいるかを書き連ねて

みたいと思います。 

ひとつは繰り返し見る映画に共通するこ

とで、これは自分のリズムを取り戻すこと

が気に入っているのではないかと自己分析

しています。おそらく寅さんや釣りバカ日

誌で見られる“いつものパターン”に安心

するのでしょう。私のお気に入りのひとつ

に名探偵ポワロさんがいるのですが（結局

言っている）、これはご存知の方も多いと思

いますがデヴィッドスーシェという役者さ

んがポワロさんを演じておられるイギリス

のドラマ版です。ときどき偏屈さを発揮し

てキッと相棒のヘイスティングス君をにら

むポワロさんがお気に入りです。あとは「私

はフランス人の小男ではありません、ベル

ギー人の小男です！」と怒りながら言うシ

ーンも好きです。コンプレックスかと思い

きや違うのか！という爽快感を感じます。 

新しい映画を見る時は同じ監督や役者さ

んの映画を順番に見ることもありますし、

同じジャンルの映画を見続けることもあり

ます。その時に今の自分が見たいものは何

か、考えてみるのも楽しいことです。なん

となくこれだ、と思う時はその時にはなぜ

その映画を選んだか分からなくても後にわ

かってきたりします。また、昔見た映画に

出会うと、自分が覚えていた記憶とはかな

り違っていて自分の記憶力のなさに驚愕し

たり、記憶が変化したこと自体をおもしろ

く思ったりします。 

時間がない時はブツ切れでほんの少しだ

け見ますが、それはそれで集中すると十分

に気分転換になります。ほんの少しの時間

でも自分の感じ方がわかるとそれで満足す

るからです。 

このように私にとって映画が気分転換に

なるのは、その都度自分がどういう感覚を

持っているのか感じられ確認できるという

ことと、登場人物やストーリーの中に自分

にはない世界観を見ることができるという

ことが大きいのかなと思っています。感じ

方は人それぞれ、同じ映画を見てもそれぞ

れ本当に違うことを感じているはずで、さ

て、皆さんはどのような気分転換をされて

いるでしょうか。 
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＜相談員担当表＞ 

月 火 水 木 金

月 火 水 木 金

総
持
寺

米田 岬

木梨 裕子

荒木 浩子

奥村 裕貴

木梨 裕子

花浴 友利子

河野 一紀

花浴 友利子

※1 相談時間：10：00～14：00

※2 相談時間：11：45～14：45

荒木 浩子

河野 一紀

安
威

荒木 浩子

米田 岬

小山 明子 ※1
（精神科医）

杉本 志津佳 ※2
（ハラスメント専門相談員）

荒木 浩子 高辻 優子 植田 あや 花浴 友利子 笠谷 光
（キャリアカウンセラー）

学生相談室は、学生生活を送る上でのさまざまなことについて相談できるところ

です。相談員は、お話を聴きながら、一緒に考え、問題の解決に協力します。必要

に応じて心理検査を受けることも可能です。 

学生相談室とは — みなさんとともに話し合い考える場です 

相談したいと思ったときは

 相談はひとりでも、家族や友達といっしょでも結構です。 

 予約制ですが、可能な限りその場で相談に応じます。 

 相談内容に応じて、適切な人や機関を紹介します。 

相談内容の秘密は厳守します 
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E
V

演習室

実験室自習室自習室

学生相談室
放
送
室

教室 教室 教室
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学生相談室の利用について

＜開室時間＞ 

月～金 :  10:00～17:00  

（受付 9:20～17:00） 

＊ 夏季／冬季一斉休暇は閉室。その他の事情で閉室に

する場合があります。 

＊ 詳細は大学のホームページやCampus Square 等

でご確認ください。もしくは直接お問い合わせくだ

さい。 

＜予約方法＞ 

下記のいずれかの方法で予約ができます。 

① 来室 （受付時間内にお越し下さい） 

② お電話（受付時間内に右記までお電話下さい） 

③ メール（件名に「相談予約」、本文にお名前・学籍番

号・連絡先電話番号・相談希望日等を記入し、右記

アドレスまで送信して下さい） 

追手門学院大学 学生相談室

＜安威＞ 

〒567-8502 

大阪府茨木市西安威２丁目１番１５号 

☎電 話 : 072-641-9628（直通）

E-mail：sodan@otemon.ac.jp

＜総持寺＞ 

〒567-0013 

大阪府茨木市太田東芝町1番 1号 

☎電 話 : 072-697-8195（直通）

E-mail：sodan-sojiji@otemon.ac.jp

入口前 廊下 

＜安威＞ ２号館１階（左側）

A

放
送
室

＜総持寺＞ 大学棟1階

書 店 

管理室 
（防災センター） 

保健室 

学生相談室 

予約受付は事務職員が行っています。 

お気軽にご利用ください。 

メインゲート


